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人 安 第 7 1 号

令 和 ７ 年 ６ 月 2 7 日

各 所 属 長 殿

青 森 県 警 察 本 部 長

インターネット異性紹介事業を利用して児童を誘引する行為の規制等に関する

法律施行令及び特定複合観光施設区域整備法施行令の一部を改正する政令等の公

布について

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の一部を改正する法律(令和７年

。 「 」 。 、法律第45号 以下 改正法 という )が令和７年６月28日から施行されることに伴い

インターネット異性紹介事業を利用して児童を誘引する行為の規制等に関する法律施行

令及び特定複合観光施設区域整備法施行令の一部を改正する政令(令和７年政令第204

号。以下「改正令」という。)、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律に

基づく許可申請書の添付書類等に関する内閣府令の一部を改正する内閣府令(令和７年

内閣府令第52号。以下「改正府令」という。)及び風俗営業等の規制及び業務の適正化

等に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係国家公安委員会規則の整備に関

する規則(令和７年国家公安委員会規則第11号。以下「改正規則」という。)が本年６月

６日に公布され、本年６月28日から施行されることとなった。

その概要等は下記のとおりであるので、事務処理上遺憾のないようにされたい。

なお、以下この通知において、改正法による改正後の風俗営業等の規制及び業務の適

正化等に関する法律(昭和23年法律第122号)を「新法」という。

記

１ 改正令の主な内容

インターネット異性紹介事業を利用して児童を誘引する行為の規制等に関する法律

施行令(平成20年政令第346号)に関して、インターネット異性紹介事業の事業停止事

由となる児童の健全な育成に障害を及ぼす罪として、新法第53条第２号に規定する罪

(新法第22条の２(接待飲食営業を営む者の禁止行為)違反)及び新法第53条第７号に規

定する罪(新法第28条第13項及び新法第31条の３第１項において準用する新法第28条

第13項(いわゆるスカウトバックに係る禁止規定)違反)を定めるほか、新法の罰則規

定において条ずれが生じたことに伴う所要の改正を行うこととした。(改正令第１条

関係)

２ 改正府令の主な内容

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律に基づく許可申請書の添付書類

等に関する内閣府令(昭和60年総理府令第１号。以下「府令」という。)に関して、新



法の罰則規定において条ずれが生じたことに伴い、青森県公安委員会が新法第30条第

１項等に基づき店舗型性風俗特殊営業等の停止を命じたときに、当該命令に係る施設

に貼り付けることとされている標章の様式を定める府令別記様式第１号について所要

の改正を行うこととした。

なお、改正府令附則第２項において経過措置が設けられており、改正府令の施行の

際現に貼り付けられている標章については、改正府令による改正後の様式にかかわら

ず、なお従前の例によることとされており、停止の期間が改正府令の施行日前後にわ

たっている場合には旧様式を用いることとして差し支えない。

３ 改正規則の主な内容

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律施行規則(平成３年国家公安委員

会規則第４号)に関して、改正法により組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に

関する法律(平成11年法律第136号)が改正されるとともに、新法の罰則規定において

条ずれが生じたことに伴い、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成

３年法律第77号)第２条第１号に掲げる暴力的不法行為等に当たる罪を定める規定に

ついて所要の改正を行うほか、暴力的不法行為その他の罪に当たる違法な行為を定め

る以下の国家公安委員会規則に関して、同様の改正を行うこととした。(改正規則第

１条から第８条まで(第３条を除く。)関係)

○ 警備業の要件に関する規則(昭和58年国家公安委員会規則第１号)

○ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行規則(昭和60年国家公

安委員会規則第１号)

○ 暴力的不法行為その他の罪に当たる違法な行為を定める規則(平成３年国家公

安委員会規則第８号)

○ 古物営業法施行規則(平成７年国家公安委員会規則第10号)

○ 国家公安委員会関係自動車運転代行業の業務の適正化に関する法律施行規則

(平成14年国家公安委員会規則第11号)

○ 確認事務の委託の手続等に関する規則(平成16年国家公安委員会規則第23号)

また、少年指導委員規則(昭和60年国家公安委員会規則第２号)に関して、新法の罰

則規定において条ずれが生じたことに伴い、立入りをする少年指導委員が携帯するこ

ととされている証明書の様式を定める同規則別記様式について所要の改正を行うこと

とした。(改正規則第３条関係)

なお、改正規則附則第２項において経過措置が設けられているところ、現在委嘱中

の少年指導委員の指導委員証を再交付する必要まではないが、２年間の任期を終えた

少年指導委員を再任する場合等、今後新たに交付する指導委員証については新様式を

用いることとされたい。

(参考資料)

○ 改正令の官報の写し及び新旧対照条文

○ 改正府令の官報の写し

〇 改正規則の官報の写し



【本件担当】

人身安全対策課(3082～3084)(１及び３について)

生活安全企画課(3061、3044)(１から３について)

捜査第二課(4252、4253)(３について)

交通企画課(5032、5034)(３について)

交通指導課(5131、5134)(３について）

担当 人身安全対策課少年事件係
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す
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す
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令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
特
定

複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
六
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

政
令
第
二
百
四
号

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
五
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
並
び
に
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十

号
）
第
四
十
一
条
第
二
項
第
一
号
ヘ
（
同
法
第
四
十
三
条
第
四
項
、
第
四
十
五
条
第
二
項
、
第
四
十
六
条
第
二
項
及
び

第
四
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
号
イ

（
同
法
第
四
十
三
条
第
四
項
、
第
四
十
五

条
第
二
項
、第
四
十
六
条
第
二
項
、第
四
十
七
条
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

改
正
）

第
一
条

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
十
号
中
「
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
五
十
一
条
第
一
項
第
四
号
」
に
、「
又
は
」
を
「
、
同
法

第
五
十
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
罪
（
児
童
で
あ
る
客
に
対
す
る
同
法
第
二
十
二
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
係

る
も
の
に
限
る
。）、
同
法
第
五
十
三
条
第
七
号
に
規
定
す
る
罪
（
児
童
の
紹
介
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
財
産
上
の

利
益
を
提
供
し
、
又
は
提
供
さ
せ
る
行
為
に
係
る
も
の
に
限
る
。）又
は
」
に
、「
第
五
十
六
条
」
を
「
第
五
十
七
条
第

一
項
」
に
改
め
る
。





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
施
行
令
（
平
成
三
十
一
年
政
令
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
三
十
九
号
中
「
第
五
十
六
条
（
同
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
七
条

第
一
項
（
第
二
号
（
同
法
第
五
十
三
条
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
、「
に
限
る
」
を
「
を
除

く
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
四
十
号
中
「
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
五
十
六
条
（
同
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十

条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
、
第
五
十
一
条
第
一
項
又
は
第
五
十
七
条
第
一
項
（
第
二
号
（
同
法
第
五
十
三
条
か
ら

第
五
十
六
条
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
、「
に
限
る
」
を
「
を
除
く
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年

法
律
第
四
十
五
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂





風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
昭
和
六
十
年
総
理
府
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
府
令
は
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
六
月
二
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
標
章
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
別

記
様
式
第
一
号
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
内
閣
府
令
第
五
十
二
号

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類

等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂





風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

（
警
備
業
の
要
件
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

警
備
業
の
要
件
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続

す
る
複
数
の
規
定
を
記
号
に
よ
り
一
括
し
て
標
記
し
た
箇
所
を
含
む
。）に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に

掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
二
条

法
第
三
条
第
四
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か

に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

第
二
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

九

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第

四
十
九
条
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
五
十
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
五
十
一
条
第
一
項
第
四
号

（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
五
号
（
第
二
十
八
条
第
十
二
項
第
三
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。）、
第
六
号
、
第
八
号（
第
三
十
一
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、

第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
五
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

九

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第

四
十
九
条
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四

号
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
係
る
部
分
に

限
る
。）、
第
五
号
（
第
二
十
八
条
第
十
二
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
号
、
第
八
号
（
第
三
十

一
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
五
十

二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

﹇
十
〜
四
十
六

略
﹈

﹇
十
〜
四
十
六

同
上
﹈

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)
〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
一
号

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
六
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

坂
井

学





四
十
七

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六

号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。）第
二
章
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲

げ
る
罪

四
十
七

﹇
同
上
﹈

﹇
イ
〜
ニ

略
﹈

﹇
イ
〜
ニ

同
上
﹈

ホ

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
罪
に
当

た
る
行
為
に
係
る
罪

ホ

﹇
同
上
﹈

﹇

〜

略
﹈

﹇

〜

同
上
﹈

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
第
五
号
又
は
第
六
号
に
規

定
す
る
罪

﹇
加
え
る
。﹈

〜

﹇
略
﹈

〜

﹇
同
上
﹈

ヘ

﹇
略
﹈

ヘ

﹇
同
上
﹈

﹇
四
十
八
〜
六
十

略
﹈

﹇
四
十
八
〜
六
十

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続
す
る
複
数
の
規
定
を
記
号
に
よ
り
一
括
し
て
標
記
し
た
箇
所
を
含
む
。）に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象

規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
六
条

法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
（
法
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
国
家
公

安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

第
六
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

九

法
第
四
十
九
条
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
五
十
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
五
十
一
条
第
一
項

第
四
号
（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
五
号
（
第
二
十
八
条
第
十
二
項
第
三
号
に
係

る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
号
、
第
八
号
（
第
三
十
一
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に

限
る
。）、
第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
五
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

九

法
第
四
十
九
条
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及

び
第
四
号
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
係
る

部
分
に
限
る
。）、
第
五
号
（
第
二
十
八
条
第
十
二
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
号
、第
八
号（
第

三
十
一
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第

五
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

﹇
十
〜
四
十
六

略
﹈

﹇
十
〜
四
十
六

同
上
﹈

四
十
七

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六

号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。）第
二
章
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲

げ
る
罪

四
十
七

﹇
同
上
﹈

﹇
イ
〜
ニ

略
﹈

﹇
イ
〜
ニ

同
上
﹈

ホ

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
罪
に
当

た
る
行
為
に
係
る
罪

ホ

﹇
同
上
﹈

﹇

〜

略
﹈

﹇

〜

同
上
﹈

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
第
五
号
又
は
第
六
号
に
規

定
す
る
罪

﹇
加
え
る
。﹈

〜

﹇
略
﹈

〜

﹇
同
上
﹈

ヘ

﹇
略
﹈

ヘ

﹇
同
上
﹈

﹇
四
十
八
〜
六
十

略
﹈

﹇
四
十
八
〜
六
十

同
上
﹈

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



（
少
年
指
導
委
員
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

少
年
指
導
委
員
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続

す
る
複
数
の
規
定
を
記
号
に
よ
り
一
括
し
て
標
記
し
た
箇
所
を
含
む
。）に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に

掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
等
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
等
）

第
一
条

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
号
の

国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
罪
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
一
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

九

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第

四
十
九
条
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
五
十
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
五
十
一
条
第
一
項
第
四
号

（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
五
号
（
第
二
十
八
条
第
十
二
項
第
三
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。）、
第
六
号
、
第
八
号（
第
三
十
一
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、

第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
五
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

九

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第

四
十
九
条
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四

号
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
係
る
部
分
に

限
る
。）、
第
五
号
（
第
二
十
八
条
第
十
二
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
号
、
第
八
号
（
第
三
十

一
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
五
十

二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

﹇
十
〜
四
十
六

略
﹈

﹇
十
〜
四
十
六

同
上
﹈

四
十
七

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六

号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。）第
二
章
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲

げ
る
罪

四
十
七

﹇
同
上
﹈

﹇
イ
〜
ニ

略
﹈

﹇
イ
〜
ニ

同
上
﹈

ホ

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
罪
に
当

た
る
行
為
に
係
る
罪

ホ

﹇
同
上
﹈

﹇

〜

略
﹈

﹇

〜

同
上
﹈

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
第
五
号
又
は
第
六
号
に
規

定
す
る
罪

﹇
加
え
る
。﹈

〜

﹇
略
﹈

〜

﹇
同
上
﹈

ヘ

﹇
略
﹈

ヘ

﹇
同
上
﹈

﹇
四
十
八
〜
六
十

略
﹈

﹇
四
十
八
〜
六
十

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
を
定
め
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
を
定
め
る
規
則
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続

す
る
複
数
の
規
定
を
記
号
に
よ
り
一
括
し
て
標
記
し
た
箇
所
を
含
む
。）に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に

掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
五
条
第
一
項
第
十
七
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
違
法
な
行
為
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



九

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第

四
十
九
条
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
五
十
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
五
十
一
条
第
一
項
第
四
号

（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
五
号
（
第
二
十
八
条
第
十
二
項
第
三
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。）、
第
六
号
、
第
八
号（
第
三
十
一
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、

第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
五
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

九

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第

四
十
九
条
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四

号
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
係
る
部
分
に

限
る
。）、
第
五
号
（
第
二
十
八
条
第
十
二
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
号
、
第
八
号
（
第
三
十

一
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
五
十

二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

﹇
十
〜
四
十
六

略
﹈

﹇
十
〜
四
十
六

同
上
﹈

四
十
七

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六

号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。）第
二
章
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲

げ
る
罪

四
十
七

﹇
同
上
﹈

﹇
イ
〜
ニ

略
﹈

﹇
イ
〜
ニ

同
上
﹈

ホ

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
罪
に
当

た
る
行
為
に
係
る
罪

ホ

﹇
同
上
﹈

﹇

〜

略
﹈

﹇

〜

同
上
﹈

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
第
五
号
又
は
第
六
号
に
規

定
す
る
罪

﹇
加
え
る
。﹈

〜

﹇
略
﹈

〜

﹇
同
上
﹈

ヘ

﹇
略
﹈

ヘ

﹇
同
上
﹈

﹇
四
十
八
〜
六
十

略
﹈

﹇
四
十
八
〜
六
十

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
古
物
営
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

古
物
営
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続

す
る
複
数
の
規
定
を
記
号
に
よ
り
一
括
し
て
標
記
し
た
箇
所
を
含
む
。）に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に

掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
一
条

古
物
営
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
条
第
三
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

第
一
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

九

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第

四
十
九
条
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
五
十
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
五
十
一
条
第
一
項
第
四
号

（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
五
号
（
第
二
十
八
条
第
十
二
項
第
三
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。）、
第
六
号
、
第
八
号（
第
三
十
一
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、

第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
五
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

九

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第

四
十
九
条
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四

号
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
係
る
部
分
に

限
る
。）、
第
五
号
（
第
二
十
八
条
第
十
二
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
号
、
第
八
号
（
第
三
十

一
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
五
十

二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

﹇
十
〜
四
十
六

略
﹈

﹇
十
〜
四
十
六

同
上
﹈

四
十
七

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六

号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。）第
二
章
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲

げ
る
罪

四
十
七

﹇
同
上
﹈

﹇
イ
〜
ニ

略
﹈

﹇
イ
〜
ニ

同
上
﹈
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ホ

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
罪
に
当

た
る
行
為
に
係
る
罪

ホ

﹇
同
上
﹈

﹇

〜

略
﹈

﹇

〜

同
上
﹈

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
第
五
号
又
は
第
六
号
に
規

定
す
る
罪

﹇
加
え
る
。﹈

〜

﹇
略
﹈

〜

﹇
同
上
﹈

ヘ

﹇
略
﹈

ヘ

﹇
同
上
﹈

﹇
四
十
八
〜
六
十

略
﹈

﹇
四
十
八
〜
六
十

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
国
家
公
安
委
員
会
関
係
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

国
家
公
安
委
員
会
関
係
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続

す
る
複
数
の
規
定
を
記
号
に
よ
り
一
括
し
て
標
記
し
た
箇
所
を
含
む
。）に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に

掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
一
条

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
条
第
四
号
の
国

家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

第
一
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

九

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第

四
十
九
条
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
五
十
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
五
十
一
条
第
一
項
第
四
号

（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
五
号
（
第
二
十
八
条
第
十
二
項
第
三
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。）、
第
六
号
、
第
八
号（
第
三
十
一
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、

第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
五
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

九

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第

四
十
九
条
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四

号
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
係
る
部
分
に

限
る
。）、
第
五
号
（
第
二
十
八
条
第
十
二
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
号
、
第
八
号
（
第
三
十

一
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
五
十

二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

﹇
十
〜
四
十
六

略
﹈

﹇
十
〜
四
十
六

同
上
﹈

四
十
七

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六

号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。）第
二
章
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲

げ
る
罪

四
十
七

﹇
同
上
﹈

﹇
イ
〜
ニ

略
﹈

﹇
イ
〜
ニ

同
上
﹈

ホ

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
罪
に
当

た
る
行
為
に
係
る
罪

ホ

﹇
同
上
﹈

﹇

〜

略
﹈

﹇

〜

同
上
﹈

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
第
五
号
又
は
第
六
号
に
規

定
す
る
罪

﹇
加
え
る
。﹈

〜

﹇
略
﹈

〜

﹇
同
上
﹈

ヘ

﹇
略
﹈

ヘ

﹇
同
上
﹈

﹇
四
十
八
〜
六
十

略
﹈

﹇
四
十
八
〜
六
十

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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（
確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続

す
る
複
数
の
規
定
を
記
号
に
よ
り
一
括
し
て
標
記
し
た
箇
所
を
含
む
。）に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に

掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
行
為
）

第
三
条

法
第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
第
二
号
ハ
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

第
三
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

九

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第

四
十
九
条
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
五
十
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
五
十
一
条
第
一
項
第
四
号

（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
五
号
（
第
二
十
八
条
第
十
二
項
第
三
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。）、
第
六
号
、
第
八
号（
第
三
十
一
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、

第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
五
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

九

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第

四
十
九
条
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四

号
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
係
る
部
分
に

限
る
。）、
第
五
号
（
第
二
十
八
条
第
十
二
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
号
、
第
八
号
（
第
三
十

一
条
の
十
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
五
十

二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
罪

﹇
十
〜
四
十
六

略
﹈

﹇
十
〜
四
十
六

同
上
﹈

四
十
七

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六

号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。）第
二
章
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲

げ
る
罪

四
十
七

﹇
同
上
﹈

﹇
イ
〜
ニ

略
﹈

﹇
イ
〜
ニ

同
上
﹈

ホ

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
罪
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
罪
に
当

た
る
行
為
に
係
る
罪

ホ

﹇
同
上
﹈

﹇

〜

略
﹈

﹇

〜

同
上
﹈

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
第
五
号
又
は
第
六
号
に
規

定
す
る
罪

﹇
加
え
る
。﹈

〜

﹇
略
﹈

〜

﹇
同
上
﹈

ヘ

﹇
略
﹈

ヘ

﹇
同
上
﹈

﹇
四
十
八
〜
六
十

略
﹈

﹇
四
十
八
〜
六
十

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
六
月
二
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
少
年
指
導
委
員
規
則
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
少
年
指
導
委
員
規
則
に
規
定
す
る
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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